
（別紙３）

～ 2026年　3月　1日

（対象者数） 13 （回答者数）
8

～ 2026年　3月　1日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者様同士、特定の指導員などの偏りのない交流の場の構

築が必要と感じる。

2

さらなるSNSでの発信を行い、外部の方にも様子を見てもら

える環境構成。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域のお祭などには参加しているが、事業所として外部の方

を招くイベントの実施を検討。

2

交流の場も含め、保護者の方々がお子様の特性を学ぶことの

出来る環境の構成。

3

保護者さまとのコミュニケーションの量、質。 送迎の時間、モニタリング、アセスメントの際に、支援計画の

みならずご家庭での姿などの聴き取り、共感を行い、密にコミ

ュニケーションを取ることを意識している。

療育の工夫、発信。 特定の療育内容になることのないように工夫し、指導員が子

どもたちを楽しませていく努力を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流不足。 事業所内での活動がメインとなっており、外部の方々との交流

不足。

保護者の方々が学べる場の提供。 アンケートの回答にもあった通り、保護者の方との勉強の場を

設けることを考えることが出来ていなかった。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 とるべ石狩

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


